<< 情報Ｃ >>　シラバス作成用資料

① 学習の到達目標等

	教科名　（情報）
科目　「情報Ｃ」
	単位数
	学科・学年・学級
	使用教科書・副教材

	
	２単位
	○○科　　○学年
	高等学校「新版 情報Ｃ」教科書　開隆堂出版

「新版 情報Ｃ」サブノート　開隆堂出版

	学習の到達目標
	情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を理解させ，表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用する能力を養う。情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解させ，情報社会に参加する上での望ましい態度を育てる。

	評価の観点
	・情報や情報社会，また，情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性に関心を持ち，問題解決や，表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを進んで活用しようとするとともに，情報社会に主体的に対応しようとする。　＜関心・意欲・態度＞

・表現やコミュニケーションの目的に応じた情報活用の工夫や改善等，情報の収集・発信に伴う問題などを踏まえた適切な判断をする。　＜思考・判断＞

・情報のディジタル化や情報通信ネットワークの特性を生かして，情報の収集・選択・処理を適切に行うとともに，情報通信ネットワークの特性を生かした表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用ができる。　＜技能・表現＞

・表現やコミュニケーションにおいてコンピュータなどを効果的に活用するための基礎的な知識を身につけるとともに，情報化の進展が社会に及ぼす影響を理解している。
＜知識・理解＞


② 学習計画及び評価方法等
	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	４月
	１章　情報社会に生きるわたしたち

１　情報化の進む社会

２　情報社会とわたしたち

３　情報社会をよりよく生きるために
	○身の回りにある情報の存在や，情報化が進む社会がどのようなものか理解する。

○情報社会で生きていく自覚を持つことの大切さを学ぶ。

○情報Ｃを学ぶ上で大切にしたい視点や目標について学ぶ。
	・情報の意味について理解し，興味・関心を高める。

・情報社会で生きていく上で大切な事を考える。

・情報社会に参画する態度を身につける意義について理解を深める。

＜コンピュータ，インターネットの接続環境＞

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報社会に関心を持ち，情報社会に参画しようとしている。＜関心・意欲・態度＞
	授業態度


	
	情報社会での必要な知識や態度を考える。＜思考・判断＞
	授業態度，サブノート

	
	情報社会において，情報収集する手段を選択することができる。＜技能・表現＞
	サブノート

	
	情報化の進展が生活に影響を及ぼしていることを理解し，情報社会に参画するうえで必要な知識を理解する。＜知識・理解＞
	ペーパーテスト

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	５月

６月
	２章　情報のディジタル化を探索する

１節　情報のディジタル化のしくみ

２節　情報機器の種類と特性　
３節　情報機器を活用した表現
	○ディジタル化された情報の特性や，コンピュータが文字，画像，音声などの情報を扱うしくみを理解し，情報機器を使って多様な情報を統合する方法を身につける。

○伝えたいことを，情報機器でわかりやすく表現する方法を身につける。
	・情報をアナログとディジタルで表現した場合のそれぞれの特徴を理解する。

・さまざまな情報をディジタル化する技術について理解する。

・情報機器を使ったさまざまな表現方法を身につける。

＜ディジタルスチルカメラ，ディジタルビデオカメラ，コンピュータ，インターネットの接続環境，画像処理ソフトウェア，プレゼンテーションソフトウェア　等＞

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報機器を活用して多様な形態の情報を統合しようとするとともに，伝えたい内容を分かりやすく表現し，プレゼンテーションしようとする。＜関心・意欲・態度＞
	授業態度，サブノート

	
	ディジタル化された情報や情報機器の種類と特性を踏まえて，目的に応じた適切な情報機器を判断し，情報を分かりやすく表現し，プレゼンテーションするための工夫している。＜思考・判断＞
	サブノート

	
	情報機器を活用して多様な形態の情報をディジタル化するとともに，それらの情報を統合して分かりやすく表現し，プレゼンテーションすることができる。
＜技能・表現＞
	実習の作品

	
	ディジタル化された情報や情報機器の種類と特性を理解し，多様な情報を統合化できることを理解している。また，プレゼンテーションの作成，評価の方法を理解している。＜知識・理解＞
	ペーパーテスト

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	７月
８月

９月

10月
	３章　コミュニケーションとネットワークを探索する

１節　コミュニケーションと情報機器の発展

２節　コンピュータネットワークの基礎

３節　快適なネットワークを求めて

４節　コミュニケーションとネットワークの活用
	○コミュニケーションの歴史を学ぶ。

○情報通信ネットワークの技術と快適なネットワークを支えているしくみについて学ぶ。

○インターネットを利用するさまざまなサービスについて学ぶ。

○コンピュータネットワークを使ったコミュニケーションの形態や特徴について学ぶ。

○Webページを作成し，情報発信をする方法について学ぶ。
	・コミュニケーション手段の変遷について理解する。

・コンピュータをネットワーク化する利便性について考えようとする。

・ネットワークの技術について関心を持つようにする。

・インターネットを利用したさまざまなアプリケーションについて知ろうとする。

・コミュニケーションの形態につい適切に選択できる。

＜コンピュータ，校内ＬＡＮ等及びインターネットの接続環境＞

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	コミュニケーションや情報通信ネットワークのしくみ，情報通信の効率的な方法に関心を持つ。情報通信ネットワークを活用した，快適で効果的なコミュニケーションを行おうとする。＜関心・意欲・態度＞
	授業態度，サブノート

	
	目的に応じたコミュニケーションを行うために，情報通信ネットワークを活用したコミュニケーションツールの活用方法や情報伝達の特性を考える。また，情報通信の効率向上やセキュリティ確保のための工夫をする。＜思考・判断＞
	サブノート

	
	コミュニケーションの目的や状況に応じた効果的なコミュニケーションツールを選択できる。また，情報通信ネットワーク上のソフトウェアを効率的に活用し，Webページなどを用いて表現したいことを発信できる。＜技能・表現＞
	実習の作品

	
	情報通信ネットワークのしくみや特性を理解し，活用する際の方法やセキュリティを確保するための方法，情報通信の効率的な方法を理解している。＜知識・理解＞
	ペーパーテスト

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	11月
12月
	４章　情報社会を見つめる

１節　情報の収集・発信に伴う個人の責任

２節　情報活用の総合実習－調査研究を通して
	○情報公開や個人情報の保護すべき内容，さらにその必要性を学ぶ。

○ネットワーク上で，情報を利用する際には，どのような点について注意が必要なのかを学ぶ。

○調査研究活動を通して，これまでに学習した事がらを活用し，表現し情報発信することを学ぶ。
	・情報公開とプライバシーの保護について主体的に判断する。

・正しく情報を発信することができる。

・調査研究より系統的に考えがまとめられる。

＜コンピュータ，インターネットの接続環境＞

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	情報の公開・保護と個人の責任や関係法令等について関心を持ち，情報通信ネットワークを活用して情報を収集･分析・発信しようとする。＜関心・意欲・態度＞
	ペーパーテスト

授業態度

	
	情報の収集・発信・公開に伴う問題，情報の保護と個人の責任について考え，それらを踏まえて情報を収集・発信する際に適切な判断ができる。＜思考・判断＞
	実習の作品

	
	調査研究活動において，情報通信ネットワークを活用し，社会現象等の情報を適切に収集・分析・まとめ・表現・発信できる。
＜技能・表現＞
	サブノート

	
	情報の公開・保護と個人の責任や関係法令等について理解するとともに，それらを踏まえた上で，情報通信ネットワークを活用した情報の収集・分析・発信の方法を理解している。＜知識・理解＞
	ペーパーテスト

	月
	単　元
	学習のねらい
	学習のポイント，使用教材等

	１月
２月

３月
	５章　情報社会を創造する

１節　社会で利用されている情報システム

２節　情報化が社会に及ぼす影響
	○社会を支える情報システムについて種類や，生活への影響，信頼性を高める工夫を学ぶ。

○情報システムが現代社会に及ぼす恩恵や影響などについて学ぶ。

○情報化が社会に及ぼす影響を話し合いなどを通して考え，その解決方法や情報社会に参画する心構えについて学ぶ。
	・情報システムが生活に生かされていることを学ぶようにする。

・情報社会の便利な面だけでなくさまざまな問題もあることを知る。

・情報社会が生活を豊かにすることを学ぶようにする。

＜インターネットの接続環境＞

	この章の評価
	評価の観点及び内容
	評価方法（具体例）

	
	社会を支えるさまざまな情報システムおよび，情報化が社会に及ぼす影響について関心を持ち，社会に参画する態度を持つ。＜関心・意欲・態度＞
	授業態度，サブノート

	
	社会で利用されている情報システムや情報化が社会に及ぼす影響,その解決方法や情報社会に参画する態度を考え，望ましい情報社会のあり方を判断できる。
＜思考・判断＞
	サブノート

	
	情報社会に参画する態度を考え，望ましい情報社会のあり方について情報通信ネットワークなどを活用して情報を収集し，その結果や検討した内容，自分の考えを表現できる。＜技能・表現＞
	実習の作品

	
	社会を支えるさまざまな情報システムの種類と特性，信頼性を高める工夫などを理解するとともに，情報化が社会に及ぼす影響について理解している。
＜知識･理解＞
	ペーパーテスト
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